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南山大学人類学博物館 2025 年度博物館講座 
「ファッションの人類学」(全4回) 開催のお知らせ 

 

 平素は、本学の広報活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本学人類学博物館では下記のとおり博物館講座を開催いたします。つきましては、ぜひ取材、

報道等で、広く一般にご周知いただけますと幸いです。なお、恐れ入りますが、取材にお越しいた

だける場合は、事前に南山大学人類学博物館までご連絡をお願いいたします。 
 

記 
 
◆内  容：①6/14（土）「伝統のファッション化・ファッションの伝統化 

―インドネシアの伝統染織の場合」 

講師 中谷文美 氏 関西学院大学 教授 

 

②6/28（土）「着衣の起源とホモ・サピエンス」 

講師 百々徹 氏 大阪成蹊短期大学 教授 

 

③7/5（土）「中国ミャオ族の「民族衣装」をフィールドワーク」 

講師 宮脇千絵  南山大学 准教授 

 

④7/12（土）「人物埴輪からみた古墳時代の衣服」 

講師 塚田良道 氏 大正大学 教授 

       

      いずれも 13時 30分～15時 30分 

      

◆会      場  : 南山大学 R棟 4階 R49教室 

◆受 講 料  ： 4,000円   ※学生は 2,000円 （全 4回） 

◆申 込 方 法 ： 当館ウェブページ（下記URL）にアクセスし、申込フォーム画面へお進みください。

https://rci.nanzan-u.ac.jp/museum/news/event/004020.html 

◆申込期間   ： ～2025年5月31日（土）まで 

 

 

以上 



申込は
コチラ

〒466-8673愛知県名古屋市昭和区山里町18  
南山大学R棟地下1階
最寄駅：名古屋市営地下鉄
名城線 八事日赤駅 徒歩８分
TEL：052-832-3147
開 館 日：火曜～土曜
開館時間：10:00～16:30
休 館 日：ウェブページをご確認ください
入 館 料：無料

6月14日(土)

6月28日(土)

7月 5日(土)

7月12日(土)

名古屋大学・南山大学連携博物館講座

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会　場：名古屋大学10月 4日(土)

11月 1日(土) 会　場：名古屋大学

11月 8日(土) 会　場：南山大学

11月22日(土) 会　場：南山大学

時 間：13：30～15：00　　受講料：無料

詳細は夏頃にウェブページ等で告知します

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

企画展スケジュール

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5月1日(木)～6月21日(土) ファッションの人類学展

6月27日(金)～7月23日(水)
博物館実習

実習生による企画展①

9月6日(土)～9月10日(水)
博物館実習

実習生による企画展②

11月21日(金)～12月3日(水)
博物館実習

実習生による企画展③

12月12日(金)～1月14日(水)
博物館実習

実習生による企画展④

1月29日(木)～4月4日(土) 新収蔵品展

博物館講座  ファッションの人類学
会　場：

時　間：

受講料：

申　込：

南山大学R棟4階  R49教室

13：30〜15：30

一般4000円/学生2000円（全4回）

5月31日(土)までに要申込

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中谷 文美 氏（関西学院大学 教授）

百々 徹 氏（大阪成蹊短期大学 教授）

宮脇 千絵 氏（南山大学 准教授）

塚田 良道 氏（大正大学 教授）

機能性ウェアからエシカルファッションまで—私たちの
「衣文化」は、自然環境やテクノロジー、流行や社会規範
などと常に相互作用しています。  本講座では、考古学・
人類学の視点から、異なる時代や地域の多様なファッショ
ンとその意味について、4名の講師にお話し頂きます。

「中国ミャオ族の「民族衣装」をフィールドワーク」

「伝統のファッション化・ファッションの伝統化
　　　　　　  〜インドネシアの伝統染織の場合」

「人物埴輪からみた古墳時代の衣服」

「着衣の起源とホモ・サピエンス」

南山大学人類学博物館
年間行事予定 2025.4    2026.3

第1回

第2回

第3回

第4回

大学博物館が語る、地球と人類のヒストリー

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
9月25日(木)～11月15日(土) 博物館企画展
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